
　

第
48
回
積
丹
町
文
化
祭
（
主
催
・

文
化
祭
実
行
委
員
会
・
河
岸
悟
郎
委

員
長
）
が
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
の
部
は
11
月
１
日
か
ら
３
日

ま
で
行
わ
れ
、
保
育
園
児
や
小
中
学

生
、
町
内
文
化
団
体
や
一
般
町
民
の

方
々
か
ら
出
品
さ
れ
た
書
道
や
絵

画
、
生
け
花
や
陶
芸
な
ど
計
８
６
２

点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
期
間
中

４
１
２
名
の
方
が
参
観
に
訪
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
３
日
に
は
、
美
国
婦
人
会
に

よ
る
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
芸
能
発
表
の
部
が
行
わ

れ
、
婦
人
会
や
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
に

よ
る
歌
と
舞
踊
、
Ｂ
＆
Ｇ
合
唱
ク
ラ

ブ
の
息
の
合
っ
た
コ
ー
ラ
ス
の
ほ

か
、
町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に

よ
る
ダ
ン
ス
や
器
楽
演
奏
、
リ
ズ
ム

な
わ
と
び
、
一
輪
車
な
ど
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の

日
訪
れ
た
１
９
１
名
の
参
観
者
か
ら

は
、
演
目
が
終
わ
る
た
び
に
、
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

積丹町文化祭積丹町文化祭第４８回

芸能発表の部 (11 月 10 日 )

展示の部 (11 月 1 日～ 3日 )

『積丹セミナー』

～地域の特性を生かした子育ては？～

　よいち福祉会主催の『積丹セミナー』が 11 月 17 日、総合文

化センターで行われ、約 50 人が参加しました。

　「積丹らしい子育て」をテーマに、東京都江東区の新砂保育

園、よいち福祉会にき保育園、びくに保育所からそれぞれの保

育事例や取組を紹介。保育所での生活やイベントなど異なると

ころはありましたが、共通していたのは、「これからの保育は、

子どもから高齢者まで幅広い世代での交流や地域とのつながりが大切」とのことでした。

　また、事例発表後には参加者によるグループワークが行われ、自然や歴史など町の特性を生かした保育や子育

てについて様々な意見が出されていました。

　参加者からは「積丹町の保育所は、町の行事への参加や町民との関わりもあり、地域に密着した保育所だと思

う。」や「町や町内の施設、団体等がもっと情報の交換をすることも必要。」と、子育てについて改めて考える良

い機会となりました。

▲参加者によるグループワーク

-よいち福祉会主催－
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北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

更
な
る
技
術
向
上
へ
日
々
訓
練
！
№
16

議
案
第
１
号

　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ

り
、
戸
籍
電
子
総
合
シ
ス
テ
ム
更

新
（
１
，
８
７
９
万
２
千
円
）
の

News議会ニュース

 第６回町議会臨時会

　平成 30 年第６回町議会臨時
会が 11 月６日に招集され、議
案２件が審議され、同日閉会し
ました。

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

　
平
成
30
年
度
積
丹
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

「
家
で
も
学
校
で
も
な
い
第
三
の

居
場
所
整
備
事
業
実
施
設
計
委

託
料
」
４
５
０
万
円
を
追
加
し
、

29
億
３
，
５
９
７
万
円
に
す
る
も

の
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

　
多
様
な
救
助
器
具
の
使
用

　

　
方
法
を
学
ぶ

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署（
俵

谷
支
署
長
・
署
員
17
名
）
は
、
10

月
24
日
、
同
支
署
前
で
救
助
器
具

取
扱
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
が
発
生
し
、
車
両
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
が
い
る
こ
と

を
想
定
。
大
型
の
油
圧
救
助
器
具

な
ど
を
使
用
し
て
、
事
故
車
両
か

ら
迅
速
に
救
出
す
る
も
の
で
す
。

▲事故車両からの救出

　

救
助
器
具
（
切
断
・
破
壊
・
重

量
物
の
排
除
）
の
取
り
扱
い
方
や
、

事
故
車
両
か
ら
ど
の
よ
う
に
救
出

す
れ
ば
い
い
の
か
、
安
全
確
保
を

す
る
の
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
を
改
め
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
際
の
車
両
を
破
壊
す

る
こ
と
で
、
破
壊
方
法
や
車
両
の

構
造
な
ど
を
再
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
に
役
立
つ
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　
隊
員
の
連
携
強
化
で
円
滑
な

　
救
助
活
動
を

　

10
月
26
日
に
は
、
警
防
技
術
の

向
上
と
隊
員
間
の
連
携
強
化
を
目

的
に
、
消
火
活
動
を
メ
イ
ン
と
し

た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
警
防
」
と
は
、
火
災
を
消
火
し

た
り
、
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
人

を
救
助
し
た
り
、
傷
病
者
を
病
院

へ
搬
送
す
る
こ
と
で
、
こ
の
日
は
、

素
早
く
防
火
衣
と
空
気
呼
吸
器
を

着
装
し
、
火
点
に
向
け
て
放
水
、

エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
を
使
用
し
て

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
破
壊
し
、
濃
煙
内

の
逃
げ
遅
れ
た
要
救
助
者
を
救
出

す
る
と
い
う
一
連
の
動
作
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
３
つ
の
隊
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
隊
で
訓
練
概
要
に
つ

い
て
事
前
に
話
し
合
い
を
行
い
、

意
識
の
共
有
や
連
携
力
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス

ム
ー
ズ
な
消
火
・
救
出
活
動
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
火
災
現
場
で
あ
っ

て
も
、
安
全
・
確
実
・
迅
速
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
訓
練

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

▲消火訓練

▲事故車両を破壊

▲エンジンカッターを使用した訓練
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